
土作りと味にこだわる農業者集団

株式会社マルタ

2025年９月４日
農林水産省有機農業の推進に向けた意見交換会
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有機農業を農業の主流に
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会社概要
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•名称 株式会社 マル タ （旧：マルタ有機農業生産組合）

•本社（事業本部）：東京都千代田区外神田

•設立 1975年1月（有限会社）、1977年2月（株式会社）

•資本金 8,850万円 、株主数 124名（産地/個人）

•売上高 111.2億円【2025年3月期】

➢私たちは、南九州を発祥とし、全国2,000名超の生産者と

契約し、出荷する産地や産地の代表者が株主となり出資し

て設立された株式会社です。

➢産地の形態は法人・ＪＡ（部会）・任意組合・個人と様々で

すが、北海道から沖縄まで約３８5ほどの産地が連携し合っ

たネットワーク型生産者組織になります。

【会社概要】
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385グループ

2,000名以上



土づくりと味にこだわる元気な産地・農業経営者の集まりです 4



•組織設立３年目の1978年静岡
県藤枝市（当時）に組合独自の
堆肥工場（グループ会社）を作り、
以来会員限定の肥料として生産
者の基幹資材となっており、年間
３万袋以上を出荷。

5静岡にグループ産地向けの肥料工場を持つ

• 魚粕や米ぬか、骨粉など、
なるべく多くの有機物(15
種類程度)を混合し醗酵さ
せたもので、有機由来の原
料だけを使用しており、
JAS（日本農林規格）有機
適合資材です。
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有機農産物取扱金額（百万円） 構成比（資材を除く売上対比）

年間取扱：10億円超
取引産地：138産地(+6）
青果内構成比 10％

マルタの有機/オーガニックの取り扱い実績
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• 青果のみでなく有機加工食品の取り扱い・原料供給カテゴリー、有
機米（学校給食）は続伸しており新たな領域を開発しつつある。



有機農業の取組拡大に向けての問題点、課題

①ロットが小さいことによる運賃問題

◆ 宅急便による配送割合の多さ（手間、特に夏場のクール便の高さ）

◆ 原料で小分け加工所へ、それから小売りのセンターへという二重運

賃（どうしても売価へ反映）。鮮度の低下も問題。

◆ 業者間連携も含めできるだけ共同仕入れ・共同配送を目指す。また

小売り側のセンターで小分け認証を持っているところとは組み易い

②食品加工との連携（青果だけで課題解決する限界）

◆ 求められる価値をどう作っていくか

◆ 有機加工食品メーカーとの連携、グローワーパッカーの育成

③有機・オーガニックの価値を伝えていく努力

◆ なぜ有機・オーガニックなのか。イメージの肉付けと情報発信

④生産性向上に向けた投資

◆ 品種、資材（有機で使えるもの）、技術の開発

◆ 除草負担の軽減
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ご清聴ありがとうございました。
【担当連絡先】

株式会社マルタ

代表取締役社長執行役員 鶴田諭一郎

y-tsuruda@maruta-mogura.co.jp

◼ 〒101-0021 東京都千代田区外神田6-5-12
偕楽ビル（新末広）3F

◼ TEL：03（5818）6961（代表）

◼ FAX：03（5818）6966
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